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１ 議題 

（１）審議事項 

第２期浦幌町子ども・子育て支援事業計画の令和２年度 

進捗状況について 

 

 

承認 

審  議  の  概  要 

（１）審議事項  

第２期浦幌町子ども・子育て支援事業計画の令和２年度進捗状況について 

＜質疑応答＞ 

①意見  今後は認定こども園へとスムーズに移行し、施設の有効活用ととも

に、教育・保育がより一層充実していくことを望みます。 

回答  貴重なご意見ありがとうございます。浦幌幼稚園としらかば保育園を

統合した認定こども園の建設にあたっては、本委員会より整備事業と園

舎等の基本計画について令和元年６月に答申をいただき、進めてまいり

ました。令和３年２月木造平屋建ての木のぬくもりが温かい立派な園舎

が完成し、４月１日に認定こども園の開園式並びに子育て支援センター

の開所式を行い、元気いっぱい８４名の園児でこども園がスタートした

ところです。子どもの成長においては、乳幼児期は自我が芽生えるとと

もに、人としての「生きる力の基礎」となる自尊感情を育み始める大切

な時期です。子どもたちの健やかな成長を第一に考え、多様化する教

育・保育ニーズに対応すべく、保護者や関係機関と連携を図りながら運

営を行ってまいります。 

   

 ②意見  学童保育所の施設・設備の改善を希望します。 

  回答  貴重なご意見ありがとうございます。学童保育所は、令和２年度まで

浦幌幼稚園の施設内で実施しておりましたが、令和３年４月に浦幌幼稚



園が認定こども園に移行されたため、学童保育所の単独施設として活用

しています。保護者アンケートの施設に対する満足な点としては、「学

校から近い」がもっとも多く、次いで「遊ぶ場所（グラウンド・遊具な

ど）がある」となっています。不満な点としては、「施設が狭い」、また

要望として「エアコンの設置」などがあげられていました。「施設が狭

い」については、学童保育所の単独施設となり、保育室や遊戯室などを

広く使えるようになりましたが、安全確保の観点からは支援員の目の届

く範囲で施設を有効に活用できればと考えています。また、近年の猛暑

による熱中症対策及び新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、令

和２・３年度にエアコンを遊戯室と保育室に設置して環境改善を行いま

した。施設の老朽化は否めませんが、現時点では建替え予定はなく、修

繕等を行いながら環境改善に努め、保育を実施してまいりますのでご理

解願います。 

 

 ③意見  特別な支援が必要となる子ども達への対応として放課後デイサービ

スの一層の充実を期待します。 

  回答  貴重なご意見ありがとうございます。子ども発達支援センターくれよ

ん広場（保健福祉センター内）では、心の発達に遅れや不安を抱えてい

るお子さんに対して個別に関わりながら、発達につながる援助をした

り、保護者の相談を受けながら子育てのお手伝いをしております。今後

も支援の充実に努めてまいります。 

 

 ④意見  病児・病後児保育事業の提供の確保も検討が必要ですが休みやすい職

場づくりも必要と感じています。働くお母さんだけでなく、お父さんも

子どもの病気で休めると良いなと思います。 

  回答  貴重なご意見ありがとうございます。少子化の進行、核家族化や共働

き世帯の増加など、子どもと家庭を取り巻く環境は大きく変化し、仕事

と子育ての両立のための社会的サポートへのニーズは高まっておりま

す。ご意見のとおり、お子さんの看護が必要な場合の休暇の取得は、職

場の理解と協力が必要と考えておりますので、啓発活動などに取り組ん

でまいります。また、小さなお子さんは発熱や健康状態などが変わりや

すく、保育園等では体調不良が生じた場合に、お迎えのご協力をいただ

いているところです。お子さんのお預かりに関しては、保育園等の利用

や一時保育、ファミリーサポート事業で対応しておりますのでご活用く

ださい。なお、病児・病後児保育事業は、看護師などの確保や施設の確

保が難しい状況であることをご理解願います。 

 

会議録の公開期日 令和５年 ３月３１日 

 


